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幼果期の摘葉処理がカキ果実のエチレン生成に及ぼす影響

板村　裕之＊。今堀 志朗＊＊・北村 利夫＊＊＊・福嶋　忠昭＊＊＊

Effect　of　Defo11at1on　on　Ethy1ene　Evo1ut1on　of　Im血ature　Japanese

　　　　Pers1mnユon　Fru1ts

H1royuk1ITAMURA，S1ro　I二M＝AB0RI，Tosh1o　KITAMURA　and　Tadaak1FUKUsHIMA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S咽醐㎜雛y

　In　order　to　c1ar1fy　the　ro1e　of　1eaves　1n　ethy1ene　evo1ut1on　froIn　fru1t　of

Japanese　pers1mmon，the　effect　of　defo11at1on　and　wound　app11ed　to　fru1t　skm　on

ethy1ene　eyo1ut1on　and　fru1t　drop　were　determmed　at1血mature　stage　of　fru1t

growth　m　Japanese　pers1mmon‘H1ratanenashゴ

　A1though1itt1e　ethy1ene　ev’o1ution　from　frui土and　fruit　drop　occurred　in　contro1s，

defo11at1on　st1mu1ated1ts　e▽o1ut1on　and　a11fru1ts　dropped　unt1112days　after　the

treatment　Defo11at1on　p1us　woundmg　mduced　those　phenomena　more　rap1d1y　than

defo1iation　or　woundipg　on1y．The　increase　in　ethy1ene　evo1ution　and　the　ca1yx

drop　1n　detached　fru1t　occurred　2　to　7　days　ear11er　than　those　1n　1ntact　fru1t

rece1vmg　the　defo11at1on　treatment　It　seems　that　ety1ene　mh1b1tor　remammg　m

the　defo11ated　shoot1s　supP11ed　to　the　mtact　fru1t　The　data　may　supPort　the

concePt　that　fru1ts　rece1ve　ethy1ene1th1b1tor　fro工n　the1eaYes

　　　　　　　　　緒　　　　言

　アボカド果実は樹に着生した状態では，クライマクテ

リックが起こらず，成熟が進行しないことが知られてい

る．また，樹上に着生しているアポカド果実に，成熟を

誘導するのに十分な濃度のエチレソ処理を行っても成熟
　　　　　1）
が進行しない．これらのことから，果実の成熟を抑制す

る物質が樹体に存在し，果実に供給されているというこ
　　　　　　　　　　　　　　　　2）
とが，古くから一般的にいわれている．

　一方，カキ幼果は採取後数目間で，急激な呼吸量とエ

チレソ生成の増大が起こり，ヘタの脱落と果実軟化を伴
　　　　　　　　　　　　3，4）
うことが明らかにされている．しかし，樹上におげる果
　　　　　　　　　　　　5）
実では，生理落果などの例を除げぱ，採取後引き起こさ

れるような多量のニチレソ生成は起こっていないものと
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思われる．

　そこで，本研究においては，葉の着生が果実のエチレ

ソ生成を抑制しているのではないかとの観点から，カキ

‘平核無’幼果を用いて，摘葉および果実への傷つげ処理

の組合せが，果実のエチレソ生成と落果に及ぼす影響

を，イソタクトな状態で検討した．

　　　　　　　　　材料及び方法

　山形大学付属実験圃場の‘平核無’成木を用いた．1985

年8月3旦に結果枝単位に独立した系を作るために，す

べての処理椥こ環状はく皮を行い，次の処理区を設け

た．すなわち，「対照区」，「摘葉区」，果実に片刃の剃刀

で約5mm×10mm程度はく皮して加傷処理を行った

「ストレス区」，「摘葉十ストレス区」の4区，さらに，

果実を樹体から切り離して，樹下に放置した「採取区」

と，加傷処理を行ったr採取十ストレス区」の2区を設
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げ，計6区を設定した．処理区の反復数は1O反復とし，

そのうち5果に関しては処理後，毎日エチレソ生成量を

測定し，全果実について，葉果またはヘタの脱落および

果実の軟化度，褐変の程度を観察した．エチレソ生成量

は樹上で果実に約900棚容のポリ容器を装着し，注射

器でガスサソプリソグを行い常法どおりガスクロマトグ

ラフィーで測定を行った．

　　　　　　　　結　　　　果

　処理後の果実の落果またはヘタ脱落率の変化を第1図

に示した．まず果実を緒果枝に着生した状態で処理を行

った4区に関してみると，対照区で処理後3目に1O果中

1果落果したが，その他の果実はその後14目まで全く落

果しなかった．これに対して，摘葉区では，2日で1果

落果し，5目以降急速に落果率が増加し，12目には処

理を行った全果実が落果した．ストレス区では4目で1

果，7目にさらにもう1果，計2果が落果したが，その

他の果実はその後14目まで全く落果しなかった．これに

対して，ストレス十摘葉区では，2目から急速に落果率

が増加し，6目ですべての果実が落果した．
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　次に，結果枝から果実を採取してヘタの脱落を調査し

た結果によると，採取区では3目以降急速にヘタの脱落

が起こり，5目ですべての果実のヘタが脱落した．これ

に対して，ストレス区ではさらにヘタ脱落の遠度が速ま

り，2目以降急速にヘタの脱落が起こり，4目ですべて

の果実のヘタが脱落した．

　果実はいずれの区においても，落果後またはヘタ脱落

後2目程度で完全軟化した．

　次に各区のエチレソ生成量の推移を第2図に示した．

対照区では，調査した5果のうち1果を除いて，処理後

10目までα14～o．90μ4／kg・h程度のかなり低い値で推

移し，落果は認められなかった．ストレス区では，5果

中2果がエチレソ生成の増大を伴って落果したが，他の

3果については対照区同様，エチレソ生成量は非常に低

い状態で推移した．

　摘葉区では，処理後10日まで調査した5果のうち，3

果において処理後著しいエチレソ生成の増大が認めら

れ，そのうち1果が3目で，2果が6目で150μ／kg・h

程度の高いヱチレソ生成のピークを形成した．落果はエ

チレソ生成の増大時またはピーク時に起こり，その後1
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F1g　1Effect　of　defo11at1on　and　woundmg　treatments　on　fru1t　or　ca1yx　of1mmature
　　　　Japanese　pers1mmon　fru1ts
　　　　A11bearmg　shoots　used　m　thls　exper1ment　were　g1rd1ed　before　defo11at1on
　　　　and－woundmg　treatments
　　　　　＊Woungmg　treatment　means　pee1mg　the　fru1t　surface　m　about5mmx10mm
　　　by　a　razor．

　　　　＊＊Detached　fru1ts　were　kept　under　the　tree，and　the　rate　of　ca1yx　drop　was

　　　　m．easured．
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Fig. 2. 

Days after treatment 

Effect of defoliation and wounding treatments on ethylene evolution of 

immature Japanese persimmon fruits 
Different marks and lines indicate individual fruits. Ethylene evolution 

in intact fruits on growing tree was measured by means of the cylindrical 
vessel. 
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れ，葉になんらかのエチレソ生成阻害物質が存在してい

る可能性が示唆された．樹体から切り離Lた果実と樹上

で摘葉した果実で，落果又はヘタの脱落に時間的な差が

生じたのは，樹上果は摘葉しても，枝の中にエチレソ生

成を阻害する要因が残っているためと考えられた．この

ことは，葉におげるエチレソ生成阻害物質の存在を支持

しているものと思われる．
　　　　　　　　　　　6）
　Sfak1otak1sとD111eyは，リソコ‘レヅトテリンヤ

ス’を用いて，樹上に着生している同一果実4果につい

て，開花後80～100目から成熟期後期まで3～4目問隔

で，果心に注射器を挿入して内生エチレソを測定した．

また，同様にして測定を始めた別の4果について，開花

後113目で樹体から採取し，採取後再び同一果実の内生

エチレソを測定し，両区を比較した．その結果，樹上に

着生させた果実のほうが，途中で樹体から採取した果実

に比べて，エチレソ生成の立ち上がる時期が20目ほど遅

かった．また，摘葉処理と環状はく皮及び摘葉十環状は

く皮を行って，内生エチレソ量を測定したところ，内生

エチレソ生成は，摘葉十環状はく皮＞摘葉≒環状はく

皮＞無処理の順に早く誘起されたことを報告している．

このことは，葉が着生していることによって，果実のエ

チレソ生成を抑制していることを意味しており，本研究

結果と一致した．

　果実が樹体に着生していることが果実の成熟を抑制す
　　　　　　　　　　　　　2）
るという現象について，Burgは，樹体から供給される

抑制物質がエチレソの作用を打ち消すことで果実の成熟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
を抑制していると考えた．また，Mapsonと　Hu1me

は抑制物質がエチレソの生成または，生理的に成熟を促

進するのに必要な濃度のエチレソ生成の増大を抑制する

ことで，成熟を抑制していると考えた．

　本研究およぴSfak10taklsとD111eyの研究結果か

ら推察すると，樹体に着生している葉が果実におげるエ

チレソ生成を抑制しているものと考えられる．

　樹体と果実の成熟または，樹体と果実におげるエチレ

ソ生成の関係を調査した従来の研究において，樹体に着

生した果実のエチレソ生成を直接的に測定したものは少
　6）
ない．それに対して，本研究では樹上に着生している果

実に直接ポリプロピレソ製の容器を装着し，イソタクト

な状態の果実のエチレン生成を測定した　Sfak1otak1s
　　　　6）
とDi11eyは果実内に直接注射針を挿入して，イソタク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
トな果実の内生エチレソを測定している．寿松木らは樹

上の果実に直接容器を装着して測定した外生ユチレ：■

と，減圧法で得られた内生エチレソの値がきわめて近似

していることを指摘しており，本研究におげるエチレソ

生成量の値は，果実の内生エチレソの挙動を直接的に反

映しているものと思われる．

　カキ果実において，樹勢の弱った樹や早期に紅葉落葉

する樹や台風等で葉に損傷を受けた樹から採取した果実

を脱渋すると，軟化が早いことは，産地の農家や技術者

によって経験的に知られており，樹体に健全た葉が着生

していることが，収穫後の果実の貯蔵性に好影響を及ぼ

していることが一般に知られている．カキ果実の軟化と

エチレソ生成とが密接な関係にあることもわかってお
4）

り，健全な葉を持った樹体に着生していた果実の貯蔵性

がよいのは，葉で生成された抑制物質が果実内に残って

おり，収穫後の果実のエチレソ生成を抑制しているため

とも考えられる．

　いずれにしても，葉からなんらかの生成阻害物質が転

流してきた結果，果実内のエチレソ生成が抑制されると

考えた場合，エチレソ生成を阻害する植物ホルモソとし
　　　　　　　　　　　9）
てアブシジン酸があげられ，アブシジン酸が関与してい

ることも考えられるが，カキ果実が軟化するとアブシジ
　　　　　　　　　　　　　　ユO）
ソ酸が増加するという報告もあり，今後検討する必要が

あると考えられる．

　　　　　　　　　摘　　　　要

　カキ果実のエチレソ生成と葉との関連性を明らかにす

るために，‘平核無’幼果を用いて以下の調査を行った．

樹上着生果について，摘葉処理と加傷処理（果皮の部分

はく皮：ストレス区）及びその組合せ処理を行い，樹上

におげるエチレソ生成と，落果及び果実軟化との関係を

調査した．同時に採取果実についても，無処理果と加傷

処理果について同様の調査を行った．

（1）対照区とストレス区では果実の落果及びエチレソ

生成はほとんど起こらたかった．

（2）摘葉区では，処理後数目でエチレソ生成の増大が

起こり，2目目から落果が始まり処理後12目には全果実

が落果した．

（3）摘葉十ストレス区では，摘葉区に比べてエチレソ

生成が促進され，処理後2目で50％の果実が落果し，処

理後7目ですべての果実が落果した．

（4）採取区では，処理後3目頃から急速にエチレソ生

成が増大し，それにともなって急速にヘタの脱落が進

み，処理後5目で全果実のヘタが脱落した．採取果実は

樹上摘葉果実に比べて，2～7目エチレソ生成及びヘタ

の脱落が早かった．

（5）採取十ストレス区では，採取区よりエチレ：■生成

及びヘタの脱落がほぼ1日早まった．

　以上の緒果から，カキ幼果が高いエチレソ生成能を有

しているにもかかわらず，樹上に．おいてエチレソ生成が
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誘導されずに落果を免れているのは，葉がなんらかの形

で果実のエチレソ生成を阻害しているものと考えられ

た．
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